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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　無刺激の間葉系幹細胞の集団から免疫学的に極性化された間葉系幹細胞の集団を作り出
すための誘導培地であって、該誘導培地は、
　ａ．Ｔｏｌｌ様受容体３（ＴＬＲ３）リガンド、
　ｂ．エリスロポエチン、および
　ｃ．０．５－２％の酸素または低酸素模倣物を含み、
ここで、免疫学的に極性化された間葉系幹細胞の集団は、抗炎症性または免疫抑制性のメ
ディエーターの発現によって特徴づけられた抗炎症性の特徴を有する、誘導培地。
【請求項２】
　Ｔｏｌｌ様受容体３（ＴＬＲ３）リガンドが、０．１μｇ／ｍＬと１００μｇ／ｍＬの
間の濃度でのポリ（Ｉ：Ｃ）またはポリ（Ａ：Ｕ）である、請求項１に記載の誘導培地。
【請求項３】
　エリスロポエチンが、１０ｎｇ／ｍＬ未満の濃度で存在する、請求項１に記載の誘導培
地。
【請求項４】
　低酸素模倣物が塩化コバルトである、請求項１に記載の誘導培地。
【請求項５】
　塩化コバルトが、５μＭと５００μＭの間の濃度で存在する、請求項４に記載の誘導培
地。
【請求項６】
　インターロイキン４（ＩＬ－４）及び／又はインターロイキン１３（ＩＬ－１３）をさ
らに含む、請求項１に記載の誘導培地。
【請求項７】
　ヒトまたは動物由来の血清を含まない、請求項１に記載の誘導培地。
【請求項８】
　濃縮溶液である、請求項１に記載の誘導培地。
【請求項９】
　請求項１の誘導培地で処置された間葉系幹細胞の集団。
【請求項１０】
　請求項１の誘導培地で処置されたヒト間葉系幹細胞の集団。
【請求項１１】
　請求項１の誘導培地で処置された間葉系幹細胞の集団であって、間葉系幹細胞が多能性
幹細胞に由来する、間葉系幹細胞の集団。
【請求項１２】
　請求項１の誘導培地で処置された間葉系幹細胞の集団であって、間葉系幹細胞が、無刺
激の間葉系幹細胞の集団と比較して、ＣＸＣＬ９ ｍＲＮＡ、ＯＡＳ１ ｍＲＮＡ及び／又
はＩＳＧ１５ ｍＲＮＡの発現の増加によって特徴づけられる、間葉系幹細胞の集団。
【請求項１３】
　請求項１の誘導培地で処置された間葉系幹細胞の集団を含む疾患の処置のための組成物
であって、該疾患は、炎症性または自己免疫性の疾患である、組成物。
【請求項１４】
　炎症性または自己免疫性の疾患が、関節リウマチ、炎症性腸疾患、急性視神経炎、クラ
ッベ病、糖尿病性網膜症、クローン病および急性肺障害から成る群から選択される、請求
項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　無刺激の間葉系幹細胞の集団から免疫学的に極性化された間葉系幹細胞の集団を作り出
す方法であって、該方法は、
無刺激の間葉系幹細胞の集団を、Ｔｏｌｌ様受容体３（ＴＬＲ３）リガンド、エリスロポ
エチン、および低酸素または低酸素模倣物を含む、組成物と接触させる工程を含み、ここ
で、免疫学的に極性化された間葉系幹細胞の集団が、抗炎症性または免疫抑制性のメディ
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エーターの発現によって特徴づけられた抗炎症性の特徴を有する、方法。
【請求項１６】
　Ｔｏｌｌ様受容体３（ＴＬＲ３）リガンドが、０．１μｇ／ｍＬと１００μｇ／ｍＬの
間の濃度でのポリ（Ｉ：Ｃ）またはポリ（Ａ：Ｕ）である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　エリスロポエチンが、１０ｎｇ／ｍＬ未満の濃度で存在する、請求項１５に記載の方法
。
【請求項１８】
　低酸素模倣物が塩化コバルトである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　塩化コバルトが、５μＭと５００μＭの間の濃度で存在する、請求項１８に記載の方法
。
【請求項２０】
　組成物がさらに、インターロイキン４（ＩＬ－４）及び／又はインターロイキン１３（
ＩＬ－１３）を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　組成物が、ヒトまたは動物由来の血清を含まない、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　無刺激の間葉系幹細胞の集団が、Ｔｏｌｌ様受容体３（ＴＬＲ３）リガンド、エリスロ
ポエチン、および低酸素または低酸素模倣物と同時に接触される、請求項１５に記載の方
法。
【請求項２３】
　組成物が、８時間未満ではあるが、少なくとも３０分間、無刺激の間葉系幹細胞の集団
と接触している、請求項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　ＲＮＡまたはタンパク質いずれかのレベルでＣＸＣＬ９、ＯＡＳ１及び／又はＩＳＧ１
５の発現をモニタリングする工程をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　請求項１５の方法によって処置された間葉系幹細胞の集団。
【請求項２６】
　請求項１５の方法によって処置されたヒト間葉系幹細胞の集団。
【請求項２７】
　請求項１５の方法によって処置された間葉系幹細胞の集団であって、間葉系幹細胞が、
多能性幹細胞に由来する、間葉系幹細胞の集団。
【請求項２８】
　請求項１５の方法によって処置された間葉系幹細胞の集団であって、間葉系幹細胞が、
無刺激の間葉系幹細胞の集団と比較して、ＣＸＣＬ９ ｍＲＮＡ、ＯＡＳ１ ｍＲＮＡ及び
／又はＩＳＧ１５ ｍＲＮＡの発現の増加によって特徴づけられる、間葉系幹細胞の集団
。
【請求項２９】
　請求項１５の方法によって処置された間葉系幹細胞の集団を含む炎症性または自己免疫
性の疾患の処置における使用のための組成物。
【請求項３０】
　炎症性または自己免疫性の疾患が、関節リウマチ、炎症性腸疾患、急性視神経炎、クラ
ッベ病、糖尿病性網膜症、クローン病および急性肺障害から成る群から選択される、請求
項２９に記載の組成物。


	header
	written-amendment

